
 

 

 

 

             
  

１０月に行われた合唱祭、昨年までとは形は変わりましたが、

子供たちが、合唱に取り組む姿勢は素晴らしく、全校合唱や吹奏

楽演奏などを新たに加えたことにより、保護者の皆さまの批評箋

を見ると概ね好評であったと感じています。 

 １１月は、職場体験（２年）、人権教室（１年）、千葉大連携国

際交流会（全学年）、認知症サポーター養成講座（２，３年）と行

事が続きます。１２月と１月には、「心のバリアフリー事業」の一

貫として、講師を招き、校歌を手話で取組む予定です。子供たちに様々な経験をさせ、より

良き成長の手助けになればと考えています。 

 引続き、学校に対しての御支援、御協力をお願いいたします。 

                                                      校長 長谷川順一 

 

 

勇気と元気 
 

何事も新しく始めるときには、勇気が必要です。新しい世界に踏み出す勇気です。成功す

るだろうかという不安と戦う勇気です。人生に都合のいい自動ドアなどないですから、ドア

を開けてみようとする勇気をもつことが必要です。 

 子供たちが様々なことにチャレンジして道を開こうとするときも勇気がとても必要だと

思います。 

 大人から見れば、中学生は経験も浅く、未熟な部分もたくさんあります。きっとその子

が、光を当てている部分を同じ角度から見ている人はいいアイデアだねと賛同すると思い

ます。でも、光が当たれば影ができるわけで別の側面から見れば異議を唱えることもありま

す。物事は多面的で多角的であり、そこが大人の出番だと思います。 

 それでは、その勇気は、いったいどこから生まれてくるのでしょうか。はじめからもって

いるのでしょうか。それとも特別なトレーニングをして身につけるものでしょうか。 

  こんな話を聞いたことがあります。人間は、生まれてくるときに「勇気」と「元気」もっ

て生まれてくるというのです。全ての子供たちに、嫌いなことも進んで学ぶ、責任をもって

最後まで努力をすることができる「勇気」と「元気」があるはずです。 

さらに、世の中のものは、使えば使うほど減っていきますが、この「勇気」と「元気」だ

けは、不思議なことに使えば使うほど増えていくし、使わなければ減って

いく性質があるのです。 

 子供たちに、その一歩を踏み出してほしいと思います。小さいけれど確

実な一歩を一人ひとりが踏み出せるように保護者の皆さまと力を合わせ

ていきたいと考えています。 
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            【各学年の合唱及び全校合唱の様子】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 先日の音楽祭には、多くの保護者の方に御参観いただきありがとうございました。今年は

昨年までの「合唱コンクール」とは異なり、賞を付けない「音楽祭」として実施をしました。

お互いに競い合う「競争（きょうそう）」ではなく、全校生徒で良い音楽を奏でる「協奏（き

ょうそう）」が、今年の音楽祭にはありました。御来場いただいた保護者方からも、「感動

した」と、多くのお声をいただきました。小規模校ならではの、温かい雰囲気につつまれた、

素敵な音楽祭となりました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

スクールカウンセラー(松本克彦先生) 来校日 

  【11月】22・29 【12 月】6・13・20 〔時間：10:00～16:00〕 

   ★予約（直通）３５－５５９４ 予約は学校又は直通にお願いします。 
 

 ※完全下校時刻は 1１月は 16:15 12 月は 16:10 です。 


